
長野自動車道

交　付　図　書　正　誤　表

東日本高速道路株式会社 関東支社

長野管理事務所

一本松トンネル補強工事



対象
金抜設計書
単価表　（8頁）

誤

正

空白

交渉対象

一般管理費を除く



対象
特記仕様書（5/78）
8．作業日及び作業期間に関する事項　8-1作業期間

誤

正

19日

18日

、12月1日～1月31日



対象
特記仕様書（9/78）
13.工事用道路に関する事項　13-1　工事用道路の指定

誤

正

　

19.5ｋｍ

18.6ｋｍ

14.2ｋｍ

15.1ｋｍ

長野自動車道

上信越自動車道

更埴IC～坂城IC

上信越自動車道

坂城IC～更埴JCT

上信越自動車道

長野自動車道

上信越自動車道

長野自動車道

安曇野IC～更埴JCT

長野自動車道

安曇野ＩＣ～更埴ＩＣ



対象
特記仕様書（52/78）
23．工事細部に関する事項 23-11-4-2 材料及び施工等　（5）インバート掘削

誤

正

掘削作業を行うことをいう。

及び積込み

掘削する作業をいう。

し、更埴IC資機材置場に搬入、一時

仮置き、本特記仕様書6-1自工区外

盛土場へ搬入



正

対象
特記仕様書（55/78）
23．工事細部に関する事項 23-11-4-2 材料及び施工等　（8）ずり処理工

誤

搬入

搬入

積替え、自工区外盛土場への

運搬、

積替え、自工区外盛土場への

運搬、



誤

正

対象
特記仕様書（65/78）
23．工事細部に関する事項 23-11-4-2 材料及び施工等　（19）撤去工

既設中央排水工A

既設中央排水工A

既設横断排水工A

既設横断排水工C



対象
割掛対象表参考内訳書
【共通仮設費】

誤

正

麻績IC

18.6km

11往復

麻績IC

18.6km

15.1km

669往復

麻績IC

長野IC

6.9km

8往復

長野IC

6.9km

14.2km

86往復

長野IC

18.6km

18.6km

18.6km

18.6km

z

19.5km

19.5km

19.5km

19.5km



対象
割掛対象表参考内訳書
【共通仮設費】

誤

正

19.5km

19.5km

18.6kmz

18.6kmz



対象 設計図　トンネル補強工　参考数量総括表（1/3）

誤

正

156.8

97.8

254.6

51.7

30.3

82.0

51.7

30.3

103.0

259.8

97.8

254.6

156.8

156.8



対象 設計図　トンネル補強工　参考数量総括表（2/3）

誤

正

1333.5 1346.8

5103.0

12960.0

5587.3

13935.1

1111.3 902.3

4880.8

12737.8

5142.8

13490.6



対象 設計図2/121　土運搬経路図

誤

正

長野自動車道

上信越自動車道

更埴IC

18.6km
15.1km 更埴IC

更埴IC～坂城IC

上信越自動車道

更埴JCT

19.5km
14.2km 更埴JCT

坂城IC～更埴JCT



対象 設計図5/121　工種区間長平面図（1）

正

誤

3基

2基



正

対象 設計図22/121　インバート・覆工受け台構造図

誤

6.590

8.345

3.954

5.007

2.553

2.553

1.261

1.261

4.752

5.440

2.970

3.400 0.576 1.101

1.882

1.882

0.920

0.920 － －



正

誤

対象 設計図29/121　計測工計画図（１）

―
6
5

1式―
1
1
―

―
1
―
―

※追越側施工時には、走行側にTSを設置

走行越側施工時には、追越側にTSを設置



対象 設計図53/121　支障物配置計画図（２）

誤

正

多孔管は撤去後、再利用する計画である。



対象 設計図69/121　工種区間長平面図（１）

誤

正

97.8m3

92.6m3



誤

正

対象 設計図72/121　工種区間長平面図（4）

1333.5m

1346.8m

1111.3m

902.3m



対象 設計図82/121　インバート・覆工受け台構造図

正

誤

6.590

8.345

3.954

5.007

1.834 3.360

2.553

2.553

1.261

1.261

－ －



対象 設計図83/121　覆工コンクリート補強対策工図

誤

正

M24
φ250×50
φ250×50

50

R32
φ250×100
φ250×100

100

100

100

50

50

0.096
0.096

0.002ｍ3/箇所

0.002ｍ3/箇所

0.24
0.24

0.005ｍ3/箇所

0.005ｍ3/箇所



対象 設計図89/121　計測工Ｂ 計画図

誤

正

―
1
1
― －

4
4

1式

※走行側施工時には、走行側にTSを設置

追越側施工時には、追越側にTSを設置



対象 設計図109/121　支障物配置計画図（２）

誤

正

多孔管は撤去後、再利用する計画である。



誤

正

対象 設計図110/121　路面標示工図

222.25

444.50

1333.5

1346.8

5103.0

5587.3

－

－

1111.3

902.3

4880.8

5142.8



正

対象 設計図118/121　(参考図)施工手順図(3)

誤



対象
別添１「技術提案における施工条件書」
技術提案における施工条件書（3/7）

誤

正

19日

18日

令和5年9月16日～

令和5年9月24日の9日間

※工事期間中の１２月１日～１月３１日（厳冬期）においては、

原則工事（日々規制を含む）を行ってはならない。

12月1日～1月31日



対象
別添１「技術提案における施工条件書」
技術提案における施工条件書（5/7）

誤

正

φ＝45°

φ＝30°

※②、③ではインバートの掘削から閉合までを連続して施工する事を条件

とするものである。複数パーティーでの施工を計画する場合は、②又は③

の区間と他区間の同時施工は可能であるが、②又は③の閉合までの施工

に影響を及ぼさないことを条件とする。


